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　　   研  究  テ  ー  マ  

探 究 的 に 学 ぶ 力 を 身 に つ

け よ う  ～ プ ロ ジ ェ ク ト 型 学

習の考えをもとにして～　  

（ 令 和 ８ 年 度 「 研 究 発 表 会 」 ) 

   

経営上の努力点  

①生徒ファース ト ・保護者目線  

②教育課程の確実な実施  

③当 た り 前 の こ と を 当 た り 前 に や っ て

いく（凡 事徹底）  

④ 無 理 の な い 挑 戦 を 続 け る （ 前 年 踏 襲

からの脱 却）  

⑤ お 互 い 様 の 文 化 を 築 く （ 困 っ た と き

は互いに 協力する、雑相の文化）  

⑥組 織 で対応 ： 即 連 絡 ・ 即 相談 ・ 即 報 告 

⑦ 地域の 教育力 の導 入 に よ る 開 かれ た

学校づ く り （ Ｃ Ｓ ） 

⑧危機管理 ：事故の予見と安全確保  

⑨ 学 校 評 価 ・ 授 業 評 価 等 の 活 用 に よ る

ＰＤＣＡ サイクルの確立  

⑩ 若 手 教 員 が 伸 び る Ｏ Ｊ Ｔ ・ 自 主 研 修 

　　　　 

　　　　令和５年度「全国学力・学習状況調査」の結果 

● 正 答 率 は 国 語 ・ 英 語 と も に 全 国 ・ 県 平

均 並 、 数 学 高 い 。 将 来 の 夢 ・ 目 標 低 下 。 

● ICT活 用 率 は 全 国 ・ 県 平 均 よ り 超 高 い 、

ﾎﾞﾗﾝﾃ ｨ ｱ参 加 率 上 昇 、 情 報 処 理 力 が 課 題 。 

●振返りの明確化、思考力 ･判断力の育成、

主 体 的 な 学 び に 向 か う 課 題 設 定 が 課 題 。

　　　　 

　令和５年度「全国体力・運動能力調査」の結果 

●中 2男女とも、長座体前 屈に課題 ､

男 子 ﾊﾝ ﾄ ﾞﾎ ﾞ ｰ ﾙ投 げ に も 課 題 ､合 計 得

点 全 国 比 は 女 子 が +7.7p t、 男 子 が +

4 . 5 p t ､昨 年 度 生 よ り 約 2 0 p t上 昇 。 

● 朝 食 摂 取 率 は 、 全 国 平 均 を 4pt、

昨年を 9.5pt上回った。  

　　伊丹市の重点的な取組  

「 主 体 性 ､問 い を 立 て る 力 ､ｺﾐｭﾆｹ ｰｼｮ

ﾝ能力」の育成「教育 DX」の推進 ､「子

どもの最善の利益」のために  

①確かな学力の育成  

・ 授 業 改 善 ､誰 一 人 取 り 残 さ な い 、

主 体 的 ･対 話 的 で 深 い 学 び ､ I C Tの 有

効活用、デジタル教材の活用  

・習熟度別学習、個別最適な学び  

②豊かな心と健やかな体  

・ い じ め 未 然 防 止 、 早 期 発 見 、 早 期

対応の組織的取組の推進  

・ 不 登 校 生 徒 へ の 対 応 ､わ か る 授 業 ､

支援員 ･別室の活用 ､体力向上促進  

③教育 DX、情報活用能力育成  

④ ｺﾐｭﾆﾃｨ ･ ｽｸ ｰﾙの 充 実 ､教 員 と の 交 流

   経営理念  「ウェルビーイング」の向上  

 　 学 校 の 主 体 は 生 徒 　 生 徒 一 人 一 人 が 輝 く 学 校 を 作 ろ う

      　　　　　 　　　　　   経　営　方　針  

 ・「人間 力あふれる学 校」の創造 　  

 ・前向 きで活動的な 学校文化　　 　  

 ・コミ ュニティ・ス クールを基盤 とした地域とつながる学校づくり  

 
 
  

すべての生徒の学びを支える学習指導　　豊かなつながりを生み出す生徒指導　  ともに育つ地域・校種間連携  

双方向的な家庭とのかかわり  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　      予測不能な未来を、自立して主体的に生き抜く  

　　　　　　　　　　　　　 知・徳・体バランスのとれた人間力ある生徒の育成　

 学  校  教  育  目  標

夢 や目標をも ち、主体性 ・協働性・ 創造性・最後までやり抜く

力のある生徒～ 「 エージ ェンシー 」＆ 「 レジリエンス 」
 目 指 す 生 徒 像  

① 生 徒 の 基 礎 学 力 定 着 の た め の シ ス

テ ム の 確 立（ ユ ニ バー サ ル デ ザイ ン） 

②笹トレの充実 (30分 ･ﾃｨｰﾁｬｰ指導 ) 

③ ｢笹 ス タ ５ ｣の 実 践 ･授 業 規 律 の 徹 底 

④課題解決力 ･思考力 ･判断力の育成  

ﾍﾟｱ・ ｸﾞﾙｰﾌﾟ学習、課題設定の工夫  

⑤ＩＣＴ (ﾀﾌﾞﾚｯﾄ)の活用の工夫  

⑥めあてと振返りの質の明確化  

評 価 基 準 の 事 前提 示 、 サ ク セ スシ ー ト 充実 

⑦授業評価システムの継続・検証  

⑧ 目 的 意 識 ・ 社 会 と の つ な が り を 意

識 し た 授 業や 行 事 （な ぜ 学 ぶ のか ？） 

⑨ 家 庭 で の 振 り 返 り 学 習 の 定 着 ･充 実 

⑩ 自 分 の 考 え を 表 現 す る 力 を つ け る

た め の 授 業 の 工 夫 (Think i nn g　 Time) 

⑪ 単 元 テ ス ト 、 検 定 等 の 確 実 な 実 施 

①学校全体で統一した生活習慣の徹

底生徒への個別の声かけ  

（ Ｓ Ｈ Ｒ 、給食 、整理整頓、移動等 ）  

②道徳科の授業力向上 ・評価研究  

③ い じ め ・ 不 登 校 等 の 未 然 防 止 ・ 早

期の組織対応 （不登校数 5%以下 ）  

④スマホの情報モラル教育の徹底  

⑤ Ｑ － Ｕ を 活 用 し 、 ﾙｰﾙと ﾘﾚｰ ｼ ｮ ﾝの

確 立 し た 学 級作 り （ 満 足 群 60 %以 上 ） 

⑥ 生 徒 会 活 動 の 活 性 化 … 自 主 的 な

学校生活改善とリーダー育成  

⑦も く も く 清掃に よ る整 った学校環境 

⑧体力調査を活用した体力向上  

⑨給食を活用した食育の推進  

⑩ IC Tの 活 用 に よ る 家 庭 で の生 活習

慣 （朝食 ・睡眠 ・学習等 ）の改善   

① HPや 通 信 、 メ ー ル 等 に よ

る 積 極 的 な 進 路 ･情 報 発 信 

② 地 域 や Ｐ Ｔ Ａ と の 双 方 向

の連携強化  

③土曜学習の継続・充実  

④ 生 徒 の ボ ラ ン テ ィ ア 活 動

の 充 実 （ 生 徒 会 と の 連 携 ） 

⑤ 幼 小 中 の 連 携 に よ る 生 活

習慣の改善や体力の育成  

⑥ 「 チ ー ム 学 校 」 を 目 指 し

た 地 域 及 び 外 部 機 関 等 と の

連 携 強 化 ( S C・ S S W・ C S C） 

⑦ 学 校 運 営 協 議 会 と の 協 働

による学校運営の充実  

⑧ 自 転 車 ･防 災 教 育 の 充 実 

  み ん な の 合 い 言 葉  

　 み だしなみ  

　 そ うじ  

　 あ いさつ  

　じ かんを守る  

 ・ 夢や目標を実現する力を育てる学校      

 ・喜びにあふれた毎日通いたい楽しい学校  

 　　　　　　　　　　  ・すべての生徒が安心して過ごせる居場所のある学校  

　　　　　　　　　　　  ・保護者が自分の子どもを通わせたい学校  

 目 指 す 学 校 像

 　 目 指 す 教 師 像   
・気持ちのそろった教師集団  

・ 戦 略 的 で チ ャ レ ン ジ 精 神 を 持 　

　 つ プ ロ の 教 師 集 団 ・ 授 業 の 達 人 

・ 生 徒 ・ 保 護 者 ・ 地 域 と つ な が る

　教師集団（３つのワーク ･ション）

保 護 者 ・ 地 域 の 願 い 　  

・ 安心して通わせることできる学校  

・確かな学力をつけてくれる学校  

・保護者、地域とつながる学校  

  教 育 活 動 の 基 盤 　  

高 い 道 徳 性 と 人 権 尊 重 

の 精 神


